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■
対
象
者

１.

両
親
又
は
そ
の
ど
ち
ら
か

が
原
爆
被
爆
者
で
あ
る
方
。

　
２.

昭
和
21
年
６
月
４
日
以
降

に
出
生
し
た
方
。
（
広
島

被
爆
の
場
合
、
昭
和
21
年

６
月
１
日
以
降
）

　
３.

長
崎
県
内
に
居
住
さ
れ
て

い
る
方
。

■
申
込
及
び
受
診
の
方
法

　
１.

申
込
書
は
、
最
寄
り
の
対

馬
市
役
所
各
支
所
の
福
祉

担
当
窓
口
又
は
対
馬
保
健

所
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま

す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　
２.

申
込
時
に
「
受
診
票
」
と

「
健
康
診
断
実
施
医
療
機

関
一
覧
」
を
受
け
取
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
３.

「
医
療
機
関
一
覧
」
掲
載

の
医
療
機
関
に
て
「
受
診

票
」
を
提
出
し
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
（
受
診
に
は

予
約
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
）

■
申
込
期
間

　
平
成
19
年
４
月
２
日
（
月
）

　
か
ら
平
成
20
年
２
月
15
日（
金
）

ま
で

■
受
診
期
間

　
平
成
19
年
４
月
６
日
（
金
）

　
か
ら
平
成
20
年
２
月
29
日（
金
）

ま
で

■
受
診
回
数

　
受
診
期
間
中
に
お
い
て
、
１
回

の
み
受
診
で
き
ま
す
。

■
そ
の
他

　
１.

交
通
費
の
支
給
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
２.

詳
し
い
こ
と
は
、
次
の
と

こ
ろ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
長
崎
県
原
爆
被
爆
者
対
策
課

　
☎
０
９
５（
８
９
５
）２
４
７
３

○
最
寄
り
の
対
馬
市
役
所
各
支
所
の

福
祉
担
当
窓
口
又
は
対
馬
保
健
所
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　対馬市では、「健康つしま21計画」を策定するに当たり、広く市民から

健康に関する情報、提言及び意見等を述べてもらい、市民の健康づくりを

目指す指針として計画に反映するため、委員を募集します。

■委員の任期：委嘱日から平成21年３月31日まで

■年間開催予定：２回程度

■委員の報酬：無報酬、ただし交通費は支給します。

■募集人員：各町10人以内、ただし応募者多数の場合は選考のうえ決定します。

■応募資格：（１）公益性の観点から意見を述べることができる方（２）本市に住所を有し、現

に居住している年齢30歳から60歳までの方（３）本市の職員及び市議会議員でない方（４）市

の健康づくり推進に関心のある方

■応募方法：保健部健康推進課（豊玉町）・支所住民生活課・南及び北福祉保健センター（厳原

町及び上県町）で申込書を入手のうえ、郵送、ファックス又は持参のいずれかの方法で応募下さい。

■応募期限：７月10日（当日消印有効）

　　　【応募先及び問い合わせ先】　対馬市保健部健康推進課　対馬市豊玉町仁位380番地�

　　　　☎0920（58）1116  　FAX0920（58）2755

「健康つしま21 計画策定地域作業部会」委員を募集します�

健康コ ー ナ ー �

　
こ
の
事
業
は
、
原
爆
被
爆
者
二
世
の
方
を
対
象
に
、
国
が
各
都

道
府
県
、
広
島
市
及
び
長
崎
市
に
委
託
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

健
康
診
断
の
内
容
は
、
被
爆
者
健
康
診
断
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
が
、

が
ん
検
診
は
あ
り
ま
せ
ん
。
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
要

領
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

平
成
19
年
度
被
爆
二
世
の
無
料
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ�

未来に残そう青い海！�未来に残そう青い海！�

海の緊急電話 1 1 8 番�
�

「海岸の廃船・ゴミ・野焼き」、「海上の油」を発見した時は�

海の緊急電話 1 1 8 番�
対馬海上保安部　　☎０９２０ （５２ ）０１１８�

比田勝海上保安署　☎０９２０ （８６ ）２１１３ へご連絡を！�

未来に残そう青い海！【海洋環境保全推進月間　６月１日～６月30日】�
�
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【
国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
の�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
】

　
国
民
年
金
保
険
料
平
成
18
年
度
分
（
平
成

18
年
７
月
か
ら
平
成
19
年
６
月
分
）
の
免
除

申
請
は
７
月
31
日
（
火
）
窓
口
受
付
分
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
方
で
、
ま
だ
、
申
請
が
お
済
み
で
な

い
方
は
、
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
平
成
19
年
度
分
（
平
成
19
年
７
月

分
か
ら
平
成
20
年
６
月
分
）
の
免
除
申
請
は

７
月
２
日
（
月
）
か
ら
の
受
付
と
な
り
ま
す

の
で
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
で
、
平

成
18
年
度
に
継
続
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
７
月
２
日
（
月
）
以
降
に
手
続
き
を
し

て
下
さ
い
。

　
※
税
の
所
得
申
告
が
未
申
告
の
場
合
は
、

　
免
除
申
請
を
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま

　
せ
ん
の
で
所
得
の
な
い
方
も
必
ず
申
告
し

　
て
下
さ
い
。�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
　
長
崎
北
社
会
保
険
事
務
所�

　
　
☎
０
９
５
（
８
６
１
）
１
２
１
１

���

【
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
の�

　
　
　
　
　
　
番
号
統
一
等
の
お
知
ら
せ
】

　
平
成
19
年
７
月
17
日
（
火
）
か
ら
ね
ん
き

ん
ダ
イ
ヤ
ル
が
さ
ら
に
使
い
や
す
く
な
り
ま

す
。
通
話
料
（
０
５
７
０
は
市
内
通
話
料
金

の
み
（
携
帯
電
話
か
ら
の
発
信
・
IP
電
話
等

専
用
番
号
へ
の
発
信
は
除
く
）
）
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。

　
①
電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
す

　
　
☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５
に
統
一

従
来
、
別
に
な
っ
て
い
た
「
年
金
を

お
受
け
に
な
っ
て
い
る
方
の
お
問
い

合
わ
せ
」
（
年
金
支
払
額
・
住
所
変

更
等
各
種
届
書
な
ど
）
と
「
被
保
険

者
の
方
の
お
問
い
合
わ
せ
」
（
加
入

記
録
・
受
給
見
込
額
試
算
・
年
金
の

請
求
方
法
な
ど
）
の
電
話
番
号
が
統

一
さ
れ
ま
す
。

　
②
受
付
時
間
が
広
が
り
ま
す

☆
月
〜
金
は
、
午
前
８
時
半
〜
午
後

　
５
時
15
分

☆
第
２
土
曜
日
は
、
午
前
９
時
半
〜

　
午
後
４
時

　
③
ひ
か
り
電
話
な
ど
の
IP
電
話
用
の
電
話

　
　
番
号
も
用
意
し
ま
し
た
。

　
　
☎
０
３
（
６
７
０
０
）
１
１
６
５

年
金
コ
ー
ナ
ー�

▼
社
会
保
険
事
務
局
の
出
張
相
談
の
お
知
ら
せ�

　
◎
７
月
10
日
（
火
）
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
　
対
馬
市
役
所
　
別
館
会
議
室�

　
◎
７
月
11
日
（
水
）
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
　
美
津
島
支
所
　
別
館
会
議
室�

身体賠償 1人       1億円�
　　　　 1事故    5億円�
財物賠償 1事故 500万円�
  (各免責金額1,000円)　�

上記補償に�
身体・財物賠償　合算で�
1事故　500万円を加算�

�
身体・財物賠償　合算で�
         1事故　500万円�
   (免責金額　1,000円)　�
�

 身体賠償�
 1人       1億円�
 1事故    5億円�
  (免責金額 1,000円)�
 �
財物賠償�
          500万円�
 (免責金額1,000円)

突然死�
(急性心不全、�
脳内出血など)�
160万円�

突然死�
(急性心不全、�
脳内出血など)�
160万円�

対象となりません�

団
体�

子
ど
も
の
団
体�

大
人
の
団
体�

対　　象�

・中学生以下の子ども�
・スポーツ活動を行わ�
　ない大人�

団体活動中と�
その往復中�

団体活動中と�
その往復中�

個人練習、�
個人活動など�

・A・AWの子ども（中�
 学生以下）の指導・支�
 援として一緒にスポ�
 ーツ活動を行う大人�

・大人の文化活動、ボラン�
 ティア活動、地域活動�

・大人のスポーツ活動�

・危険度の高いスポーツ活動�

・老人クラブなど�

加入�
区分�

対象となる�
事故の範囲� 死亡� 後 遺 障 害�

実治療日数4日以上�

入　　院� 通　　院�
(1人年額)

傷　　害　　保　　険�

(最　高)
(日　額) (日　額)

賠償責任保険�
共済見舞金�(支払限度額)

・中学生以下の子ども�

(スポーツの指導、審判、ダンス、�
　　　　　　　　　　踊りなどを除く。)

(60歳以上)

(野外活動、身体運動を含む。)

(アメリカンフットボール、山岳登はんなど)

A

A

AW

AC

C

C

B

D

掛　金�

800円�

500円�

500円�

1,050円�

1,000円�

9,000円�

1,500円�

1,500円�

2,000万円�

2,100万円�

1,000万円�

2,000万円�

2,000万円�

2,000万円�

100万円�

3,000万円� 4,000円� 1,500円�

1,000円�

2,000円�

1,500円�

1,500円�

1,000円�

1,000円�

1,500円�

500円�

5,000円�

1,000円�

2,500円�

4,000円�

4,000円�

4,000円�

1,800円�

1,800円�

3,150万円�

1,500万円�

3,000万円�

3,000万円�

3,000万円�

150万円�

900万円�

750万円�

600万円�

500万円�

○この保険は、スポーツ・文化・ボランティア�
　・地域活動などを行う5名以上のアマチュア�
　の団体やグループを対象にしています。�
　万一の事故にそなえてぜひご加入ください。�

受 付 期 間　平成19年3月1日から平成20年3月2 8日まで�
保 険 期 間　平成19年4月1日から平成20年3月3 1日まで�
問い合わせ先　対馬市教育委員会 生涯学習課又は教育委員会各地区生涯学習センター�
T　   E  　 L　 ( 0 9 20 ) 8 6 - 3 727　�

スポーツ安全保険加入のご案内�



10

tsushima city community magazine

広報つしま  2007. 6

平成18年度　対馬市のごみ排出量と処理費用をお知らせします。�

　○対馬市民一人一日あたりのごみ排出量�
　　　　　　　　＝867グラム（昨年度比6.1グラム増）�

　　平成18年度の1年間で対馬クリーンセンターに搬入された一般廃棄物は、12,088トン。�

　　平成17年度より151トンの減となりました。（人口は18年度末現在で38,197人、昨年度比で△754人）�

�
　○対馬市民一人あたりの一般廃棄物処理費用�
　　　　　　　　＝19,954円（昨年度比3,131円増）�

　ごみの処理に係る経費、塵芥処理費は7億6,218万円　　　�

　となり昨年度より1億692万円増となりました。�

　原油価格の高騰による燃料費の増（約7,700万円）が主な原因です。�

　
県
道
24
号
線
の
美
津
島
町
加
志
と
今
里
の
分
岐
点
、

加
志
川
沿
い
に
越
前
五
郎
の
墓
（
宝
筐
印
塔
）
が
立

っ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。

　
今
か
ら
お
よ
そ
７
０
０
年
前
、文
永
11
年
（
1
2

7
4
）
10
月
、
元（
1
2
6
0-

1
3
6
8
）
が
対
馬

を
襲
い
ま
し
た
（
文
永
の
役
）。
対
馬
守
護
代「
宗
助

国
」
の
庶
兄
「
越
前
五
郎
盛
賢
」
は
加
志
浜
で
元
軍

を
迎
え
撃
ち
ま
し
た
が
多
勢
に
無
勢
で
、
討
ち
死
に

し
ま
し
た
。

　
現
在
の
加
志
浜
は
埋
め
立
て
ら
れ
農
地
と
な
っ
て

い
ま
す
が
当
時
は
宝
筐
印
塔
の
あ
る
付
近
ま
で
海
だ

っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
塔
は
後
世
（
室
町
時
代
）

に
供
養
塔
と
し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
と
伝
わ
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
佐
須
浦
（
現
小
茂
田
浜
）
の
付
近
で
元
軍

を
迎
え
撃
ち
、
戦
死
し
た
守
護
代
宗
助
国
の
供
養
塔

が
厳
原
町
下
原
（
お
首
塚
）
と
、
同
町
樫
根
の
法
清

寺（
お
胴
塚
）
に
あ
り
ま
す
。

　
司
馬
遼
太
郎
『
街
道
を
ゆ
く
』
（
壱
岐
・
対
馬
の

道
）で
司
馬
氏
と
永
留
久
恵
氏
は
こ
の
時
、助
国
以
下

奮
戦
し
対
馬
を
護
ろ
う
と
し
た
行
為
に
よ
っ
て
「
宗

氏
の
時
代
が
続
い
た
」
と
共
通
の
意
見
を
述
べ
て
い

ま
す
。
「
元
寇
」
の
関
連
遺
跡
を
一
度
訪
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

シ
リ
ー
ズ 

文
化
財
の
紹
介

●
越
前
五
郎
の
墓�

美
津
島
町
加
志�

（
宝
筐
印
塔
）�

対
馬
市
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課�

☎
0
9
2
0（
5
4
）2
3
4
1

廃 棄 物 対 策 課 コ ー ナ ー �

げ
ん

そ
う

す
け

し
ょ
け
い

え
ち

ぜ
ん

ご

ろ
う

も
り

か
た

え

ち

ぜ

ん

ご

ろ

う

ほ
う

き
ょ
う

い
ん

と
う

ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

く
に

対馬市廃棄物対策課�
　☎０９２０（５３）６１１１�

ココ�ココ�
今里中�

県道24号線�

浅茅湾�

美津島町吹崎�

美津島町加志�

圧
縮
さ
れ
た
空
き
缶�


